研究室だより by unknown














研
究
室
だ
よ
り
人
事中
俣
尚
己
先
生
、
四
月
一
日
附
け
で
助
教
と
し
て
着
任
。
熊
田
優
佳
さ
ん
、
四
月
一
日
附
け
で
助
手
と
し
て
着
任
。
公
開
講
座
「
百

先
生
面
白
帖
―
龍
之
介
戯
画
と
多
田
基
あ
て
書
簡
―
」
展
覧
会平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）〜
六
月
十
九
日
（
日
）
香
雪
記
念
資
料
館
展
示
室
講
演
内
田
百

『
冥
途
』
の
イ
メ
ー
ジ
と
魅
力
金
井
田
英
津
子
氏
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
版
画
家
）
平
成
二
十
三
年
六
月
四
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
午
後
四
時
香
雪
記
念
資
料
館
大
教
室
講
演
内
田
百

に
お
け
る
夢
の
方
法
―
負
債
の
心
理
と
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
―
坂
口
周
氏
（
津
田
塾
大
学
非
常
勤
講
師
）
平
成
二
十
三
年
六
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
午
後
四
時
香
雪
記
念
資
料
館
大
教
室
本
年
度
の
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
短
期
大
学
公
開
講
座
は
春
の
第
一
期
を
国
文
学
科
で
担
当
し
た
。
元
学
長
・
理
事
長
の
多
田
基
先
生
旧
蔵
資
料
を
踏
ま
え
て
、
内
田
百

に
焦
点
を
あ
て
、
香
雪
記
念
館
で
展
覧
会
を
行
い
、
期
間
中
に
二
度
の
講
演
会
を
開
く
と
い
う
趣
向
で
あ
っ
た
。
講
演
の
内
容
も
、
講
師
の
話
に
加
え
て
国
文
学
科
の
学
生
に
よ
る
朗
読
や
、
河
野
龍
也
講
師
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
あ
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
構
成
で
あ
っ
た
。
六
月
四
日
に
は
、
多
田
基
先
生
の
ご
親
族
か
ら
内
田
百

の
肉
声
の
入
っ
た
テ
ー
プ
が
飛
び
入
り
で
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
っ
た
。
期
間
中
、
６
５
０
人
の
訪
問
者
が
あ
り
、
朝
日
新
聞
、
山
陽
新
聞
、
さ
ら
に
は
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
大
学
院
研
究
会
開
催
平
成
二
十
三
年
度
前
期
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
研
究
発
表
会
平
成
二
十
三
年
七
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
午
後
五
時
本
館
三
六
二
教
室
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
七
首
」
考
―２０２―
博
士
前
期
課
程
二
年
日
野
恵
理
子
大
伴
家
持
「
詠
山
振
花
歌
」
研
究
博
士
前
期
課
程
二
年
清
水
典
子
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
異
本
研
究博士
前
期
課
程
二
年
後
藤
ひ
と
み
「
こ
う
」
の
分
類
に
関
す
る
一
考
察博士
前
期
課
程
二
年
近
悠
美
博
士
前
期
課
程
二
年
生
に
所
属
す
る
四
名
が
発
表
し
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
発
表
も
あ
っ
た
。
今
後
も
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
平
成
二
十
三
年
度
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
論
文
題
目
（
前
期
修
了
者
）
中
山
い
づ
み
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
研
究
―
流
通
す
る
本
文
と
読
ま
れ
方
の
歴
史
―
平
成
二
十
三
年
度
文
学
部
国
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
（
前
期
卒
業
者
）
黒
澤
史
香
三
峰
の
お
犬
様
信
仰
―
動
物
と
信
仰
―
塚
本
好
美
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
唐
物
」
卒
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
池
田
三
枝
子
ゼ
ミ
九
月
十
四
日
（
水
）
〜
十
六
日
（
金
）
奈
良
・
京
都
（
旅
行
）
影
山
輝
國
ゼ
ミ
八
月
一
日
（
月
）
〜
八
月
三
日
（
水
）
箱
根
仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）
栗
原
敦
ゼ
ミ九
月
十
四
日
（
水
）
〜
九
月
十
五
日
（
木
）
学
内
（
発
表
会
）
河
野
龍
也
ゼ
ミ
九
月
五
日
（
月
）
〜
九
月
六
日
（
火
）
本
郷
凰
明
館
（
合
宿
）
近
藤
み
ゆ
き
ゼ
ミ
九
月
二
十
日
（
火
）
学
内
（
発
表
会
）
佐
藤
悟
ゼ
ミ九
月
十
二
日
（
月
）
〜
九
月
十
四
日
（
水
）
箱
根
仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）
棚
田
輝
嘉
ゼ
ミ
九
月
十
二
日
（
月
）
〜
九
月
十
四
日
（
水
）
箱
根
仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）
牧
野
和
夫
ゼ
ミ
―２０３―
九
月
十
四
日
（
水
）
〜
九
月
十
六
日
（
金
）
鎌
倉
・
大
船
（
旅
行
）
山
内
博
之
ゼ
ミ
九
月
九
日
（
金
）
〜
九
月
十
一
日
（
日
）
箱
根
仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）
横
井
孝
ゼ
ミ九
月
六
日
（
火
）
〜
九
月
八
日
（
木
）
京
都
（
旅
行
）
夏
期
休
業
中
に
卒
論
ゼ
ミ
合
宿
・
研
究
発
表
会
が
以
上
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
―２０４―
〈
編
集
後
記
〉
『
実
践
国
文
学
』
は
本
号
を
も
っ
て
八
〇
号
を
む
か
え
る
。
な
ん
と
も
中
途
半
端
な
数
字
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
一
つ
の
区
切
り
だ
ろ
う
、
と
い
う
強
引
な
ヘ
リ
ク
ツ
を
ひ
ね
り
出
し
た
。
あ
る
い
は
、
今
の
う
ち
に
祝
っ
て
し
ま
お
う
、
あ
る
い
は
将
来
に
向
け
て
の
予
祝
の
意
味
を
込
め
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
―
―
と
い
う
こ
と
で
、「
第
八
〇
号
記
念
号
」
と
銘
打
っ
て
、
専
任
の
教
員
に
は
全
員
に
執
筆
し
て
い
た
だ
く
、
名
誉
教
授
の
先
生
が
た
、
卒
業
生
・
学
生
に
も
ひ
ろ
く
声
を
掛
け
る
、
と
い
う
方
針
で
今
号
に
臨
ん
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
、
名
誉
教
授
の
先
生
お
二
人
の
原
稿
を
い
た
だ
い
た
し
、
専
任
の
先
生
が
た
、
卒
業
生
（
大
学
院
の
修
了
者
も
含
め
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
最
先
端
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
よ
う
に
、
近
年
に
は
な
い
分
厚
い
一
冊
を
『
実
践
国
文
学
』
の
歴
史
の
中
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
感
謝
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
の
は
、
院
生
・
学
生
の
投
稿
が
思
っ
た
ほ
ど
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
現
状
は
憂
う
べ
き
で
あ
る
。
た
し
か
に
査
読
は
か
な
り
厳
し
い
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
の
「
研
究
」
で
あ
る
。
ぬ
る
ま
湯
に
浸
っ
て
い
て
は
な
る
ま
い
。
在
籍
の
皆
さ
ん
に
は
い
っ
そ
う
奮
起
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
な
お
、
今
回
は
藤
原
印
刷
の
不
手
際
に
よ
り
、
大
幅
に
刊
行
時
期
が
お
く
れ
た
。
関
係
各
位
に
お
わ
び
申
し
上
げ
る
。
（
横
井
孝
）
平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
、
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
中
俣
尚
己
と
申
し
ま
す
。
こ
ち
ら
に
来
る
前
よ
り
、『
実
践
国
文
学
』
は
何
度
か
目
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
そ
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
は
大
変
光
栄
…
…
と
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
が
、
本
号
は
何
と
言
っ
て
も
八
十
号
に
し
て
記
念
号
。
畏
れ
お
お
い
や
ら
怖
い
や
ら
と
い
っ
た
気
持
ち
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
幸
い
多
く
の
先
生
方
に
助
け
ら
れ
、
編
集
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
勿
論
、
こ
の
温
か
さ
も
ま
た
実
践
女
子
大
学
国
文
学
科
の
魅
力
で
あ
る
と
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
本
号
の
内
容
は
圧
巻
で
す
。
遙
か
古
代
よ
り
時
め
く
現
代
ま
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
が
、
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
一
冊
と
い
う
の
は
、
紀
要
は
元
よ
り
、
一
巻
の
書
物
と
し
て
も
な
か
な
か
類
を
見
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
文
学
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。（中
俣
尚
己
）
〈
編
集
委
員
〉
山
内
博
之
（
代
表
）
中
俣
尚
己
（
編
集
担
当
）
影
山
輝
國
栗
原
敦
横
井
孝
（
編
集
長
）
―２０５―
